
原
始
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に
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思
想
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原
始
仰
数
々
園
に
於
け
ス
ω

平
等
思
想

t
其
蹄
結最古

城

瑞

光

一
、
古
代
印
度
の
階
級
制
度

印
度
は
古
代
か
ら
絢
欄
な
精
神
文
化
の
叢
兇
ご
し
て
幾
多
の
宗
敢
、
哲
血
平
、
文
事
を
産
A
で
ゐ
る
、
彼
の
神
秘
な
天

啓
文
串
で
ゐ
る
吠
陀
や
、
深
義
を
戒
め
る
奥
義
害
、
高
雅
を
誇
る
大
教
事
詩
、
扱
は
千
古
不
滅
の
人
格
に
幽
遠
限
b
な

き
救
世
の
教
義
を
設
け
る
悌
数
等
ん
Y

枚
皐
に
逗
な
い
程
磐
し
い
産
物
で
ゐ
る
。
然
し
其
等
は
文
化
史
の
立
場
か
ら
讃
美

も
戚
歎
も
惜
ま
な
い
が
、
其
の
恩
寵
を
蒙
る
住
民
が
不
人
品
川
な
階
級
制
度
に
怨
誼
の
聾
を
放
っ
て
ゐ
る
の
は
見
脆
せ
な

レ
事
賓
で
ゐ
る
。

ア
リ
ヤ
シ
民
族
浸
入
以
来
先
住
民
を
征
服
し
た
其
の
自
負
と
被
征
服
者
を
軽
鵡
す
る
観
念
之
が

9
グ
・
ィ

1
ダ

の

完
成
末
期
頃
固
定
し
た
差
別
の
制
度
を
遺
る
に
至
っ
た
、
彼
等
の
信
仰
し
た
宇
宙
創
造
の
紳
は
其
の
身
体
か
ら
四
姓



（の
E
g
g
g
m
m）
を
も
券
出
し
た
と
確
信
し
た
の
で
あ
る
、
（
戸
〈
・
ヲ
M
E
S
S－
巳
白
〉
所
謂
切
E
Y
E
S
（
婆
羅
門
族

l

借
族
）
関
m
m
E百
（
武
士
族
）
〈
即
日
白
百
（
農
工
商
族

1
平
民
）
の
再
生
族
ご

ω
E
E
（
賎
民
）
の
一
生
族
の
四
姓
で
婆

経
門
は
最
高
位
、
以
下
順
次
に
低
く
賎
民
の
如

3
は
後
世
仁
至
っ
て
。
S
E
E
m
昏
耳
目
白
田

5
日
以
口
に
は
吠
陀
の
聾

ぞ
聴
く
こ
と
さ
へ
禁
じ
て
ゐ
る
、
然
し
時
代
の
進
展
は
此
の
婆
羅
門
至
上
の
階
級
差
別
に
憐
ら
や
党
書
の
時
代
か
ら
奥

義
市
の
時
代
に
な
る
仁
従
っ
て
武
士
族
の
自
由
思
索
ゃ
、
数
椎
打
破
の
叫
ぴ
が
・
次
第
仁
差
別
を
名
目
的
に
な
ら
し
め
た
、

殊
仁
奥
義
書
の
終
期
に
な
れ
ば
其
の
本
体
と
現
象
ご
の
闘
係
に
於
い
て
現
象
界
の
存
在
は
本
体
を
知
ら
ざ
る
無
明
よ
り

起
る
故
仁
本
体
の
先
に
蹄
せ
ば
一
切
差
別
な
き
一
如
の
境
涯
で
あ
る
と
主
張
し
た
事
や
、

一
般
枇
曾
の
階
級
制
度
に
封

す
る
不
平
の
勃
礎
に
最
高
構
威
を
誇
る
婆
羅
門
族
は
白
姓
保
護
と
枇
合
制
度
の
秩
序
の
た
め
仁
三
穂
の
絞
舎
を
編
纂
し

て
之
が
抗
山
黙
を
策

L
花
、
就
中
路
経
仁
は
四
姓
の
義
務
及
川
ω
枇
命
日
的
法
規
を
段
重
に
定
め
反
動
的
に
其
の
差
別
を
力
説

す
る
に
烹
っ
た
。

但
し
点
る
科
度
の
務
処
は
認
め
て
ゐ
た
（
〈
B
E
Z
a
y
R
a
m
m知
的
同
日
〈
O
H
ω
2
0
2
z
g・
u－
ω・同〈・
M
M

）
向
再
生

族
と
雄
も
奴
隷
と
な
お
こ
と
が
あ
る

1
雑
賀
蹴
経
巻
四
、
叉
一
生
族
で
も
自
由
民
で
あ
る
と
い
ふ

1
当
・
出
8
E
D回
数

授
の
の
O
B可
広
常
国

E
o号
。
ニ
ロ
色
m
各
自
司
・
M

g

等
参
照
。

是
の
如
く
復
活
的
防
御
知
的
に
陣
容
を
建
直
し
た
婆
羅
門
族
的
策
略
仁
下
三
姓
は
習
慣
上
の
階
級
差
別
思
想
が
手
停
っ
て

原
始
品
開
一
数
々
聞
に
於
け
る
平
等
思
想
さ
其
郎
紡

j＼、
五



原
給
油
m数
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聞
に
於
け
る
平
等
思
想
さ
其
郎
総

－L

、

ノ
↑
ノ

賀
際
の
平
等
の
世
界
に
進
出
を
泊
ま
れ
て
仕
舞
っ
た
、
奥
義
書
に
し
℃
も
自
由
卒
等
を
論
じ
て
居
な
が
ら
叉
反
割
に
現

象
界
の
存
在
を
欲
と
そ
の
結
果
に
成
る
業
に
依
る
左
説
く
た
め
に
差
別
を
も
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
自
己
矛
盾
に
陥
っ
た
一

元
論
的
二
元
論
を
も
詑
い
て
肘
る
o
其
の
他
何
れ
の
宗
致
哲
皐
を
見
て
も
悉
く
吠
陀
思
想
の
敷
演
な
ら
．
3
る
は
な
い
有

様
で
あ
る
か
ら
師
す
る
所
は
婆
羅
門
至
上
主
義
に
な
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
平
等
の
世
界
は
現
想
で
あ
り
問
題
外
な

ら
ぎ
る
や
特
な
い
事
貨
は
奈
何
と
も
す
る
乙
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

常
時

ω人
ん
に
か
哀
心
か
ら
蛾
烈
に
自
由
解
放
を
望
λ
だ
乙
と
は
常
然
で
あ
る
と
肯
か
れ
る
、
悌
陀
の
出
現
は
貨
に
斯

る
時
で
あ
っ
た
、
備
教
は
果
し
て
絶
掛
の
平
等
を
貨
現
し
た
で
あ
ら
う
か
。
余
は
原
始
単
一
典
殊
に
阿
合
部
経
典
に
現
は

れ
た
事
費
に
由
っ
て
原
始
借
伽
の
平
等
思
想
の
貨
際
に
就
て
簡
単
に
述
ぺ
ゃ
う
。

二
、
偽
陀
の
平
等
思
怨
と
借
伽

備
陀
は
其
の
人
生
観
に
於
て
凡
て
の
苦
悩
は
（
差
別
観
も
）
個
体
的
生
活
意
志
の
肯
定
に
依
っ
て
生
じ
た
も
の
故
個

人
的
小
我
と
偏
狭
的
宇
宙
我
を
否
定
し
た
絶
針
無
我
の
境
に
入
れ
ば
寂
静
と
し
て
何
者
に
も
動
か
さ
れ
ぬ
妙
饗
慮
に
到

る
こ
ご
を
殺
へ
た
、
換
言
す
れ
ば
人
間
の
苦
情
は
其
の
立
志
の
根
本
に
於
て
盲
目
的
活
動
（
無
明
）
が
あ
っ
て
、
そ
れ

が
生
命
の
特
質
（
欲
）
彰
な
し
、
其
の
礎
現
が
仮
象
を
生
じ
て
現
生
苦
を
受
げ
る
の
で
あ
る
、
即
ち
無
始
無
終
の
輪
廻



の
苦
情
は
認
識
し
た
因
縁
と
不
認
識
の
業
之
が
集
A
H
し
℃
衣
生
の
苦
を
受
〈
る
の
で
ゐ
る
、
叉
世
界
観
仁
於
て
も
五
日
人

の
部
誠
に
依
っ
て
世
界
は
立
義
が
あ
る
故
、

其
の
認
識
が
其
れ
自
体
に
於
い
て
無
明
で
あ
る
以
上
嘗
然
芹

ω
陛
界
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
悌
陀
の
苦
心
し
た
所
は
如
何
に
す
れ
ば
此
の
苦
を
離
脱
す
る
か
に
あ
っ
た
の
で
ゐ
ろ
、
怖
陀
の
有
ら

ゆ
る
敬
義
の
目
的
は
離
帯
の
手
段
に
外
な
ら
な
い
、
最
後
に
於
℃
悌
陀
は
現
貨
を
超
越
し
て
苦
z茶
の
紫
締
な
き
所
謂
有

漏
身
を
減
し
て
清
津
な
る
解
股
混
繋
冨

o
w
g
Z
2
8
m
に
入
り
絶
封
自
由
無
我
の
大
道
に
混
入
す
る
所
に
あ
る
。
印

ち
再
び
生
を
受
く
る
こ
と
の
な
い
常
住
不
滅
の
法
に
蹄
す
る
の
で
あ
る
。
悌
陀
は
「
四
一
諦
の
法
を
見
れ
ば
欲
は
除
か
れ

再
び
生
を
受
く
る
事
な
き
一
疋
一
三

と
言
へ
る
が
如
く
混
梁
の
境
に
入
る
も
の
は
再
び
現
貨
の
苦
情
を
経
験
し
な
い
の
で

ゐ
る
o
斯
く
一
一
員
へ
ば
頗
る
消
極
的
な
無
活
動
の
朕
態
に
な
る
や
う
に
思
ふ
が
、
質
は
煩
累
の
な
い
精
神
的
臼
由
の
世
界

に
法
の
同
そ
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
o
此
の
岡
士
の
住
民
に
は
何
等
階
級
的
の
桔
措
も
な
く
悉
く
が
平
等

の
法
慌
に
判
ふ
の
で
あ
る
。
即
ち
闘
揖
も
な
く
人
相
も
な
く
況
ん
や
後
天
的
の
階
絞
差
別
の
如
き
も
の
は
認
む
ぺ
く
も

な
い
の
で
あ
る
o
常
時
の
民
衆
が
糾
卒
ご
し
て
悌
陀
の
慈
光
に
溶
き
ん
と
し
た
の
は
歪
常
で
あ
る

k
思
ム
。
此
の
平
等

海
と
は
貨
に
償
伽

ggmzω

な
の
で
ゐ
る
。

借
伽
と
は
同
行
者
の
集
同
（
和
人
口
借
困
）
と
い
ふ
意
味
で
其
の
同
体
は

教
主
‘
敢
法
、
教
徒
の
三
者
か
ら
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
が
備
教
が
創
始
で
は
な
く
古
く
婆
羅
門
の
敬
師

ハ
〉

g
弓釦）

ξ
弟
子
（
〉

E
2
8
E）
正
神
の
啓
示
（

ω
2
5
の
閥
係
に
於
℃
も
見
る
所
で
ゐ
る
、

備
数
は
寧
ゐ
之
を
襲
用
し
た
も

原
始
仰
数
々
岡
に
於
け
る
卒
等
思
想
と
其
蹄
結

f、
七



原
品
開
仰
数
々
闘
に
於
け
る
平
等
思
想
と
其
蹄
紡

/¥. 
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の
で
あ
る
、
此
外
悌
敢
に
於
げ
る
修
行
の
徳
固
な
ど
は
従
来
の
他
振
の
も
の
を
随
宜
轄
用
し
詑
も
の
が
多
い
、
然
し
外

形
は
似
て
も
内
容
に
至
つ
て
は
頗
る
相
違
が
ゐ
る
、
信
圏
の
成
立
は
悌
陀
鹿
苑
に
於
け
る
初
轄
法
輸
（
U
V
R
E
m
g
w
a

E
同月

2
3
8回
）
に
於
℃
五
比
丘
の
蹄
依
に
始
ま
る
。
郎
も
蕊
に
於
て
三
賀
は
具
足
し
た
の
で
ゐ
る
。
郎
も
偽
阿
羅
漢

が
怖
賀
で
、
四
一
諦
等
の
教
義
が
桧
賀
、
五
阿
羅
漢
が
借
賓
で
あ
る
、
市
し
て
三
賓
と
い
ふ
敢
曾
成
立
の
三
要
素
の
上
か
ら

は
仰
陀
世
骨
や
は
悌
誌
と
し
て
別
仁
す
る
が
借
伽
’
ど
い
ふ
岡
体
生
活
の
場
合
は
傭
陀
も
羅
漢
の
一
人
で
ゐ
る
か
ら
借
伽
以

外
の
方
で
は
な
い
の

衆
人
に
し
て
一
度
此
の
畿
圏
に
加
入
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
数
回
は
其
の
種
姓
や
職
業
の
何
た
る
か
を
聞
は
ず
悉
く
蒋

子
（
ω白
r
M
B吉伸可山富）

ご
な
っ
て
平
和
ご
希
望
と
努
力
に
充
揃
し
た
生
活
を
す
る
の
で
あ
る
、
雑
阿
含
四
十
三
「
如
天
大

雨
水
流
随
下
、
思
同
時
司
法
律
亦
復
刻
是
、
比
丘
比
丘
尼
：
：
・
：
：
若
男
若
女
悉
皆
随
流
向
於
起
集
、
凌
輪
渥
繋
」
（
辰
四
）
と

あ
る
湖
〈
悌
陀
の
敢
へ
に
随
ふ
在
家
出
家
は
共
に
湿
般
市
に
入
る
こ
と
恰
も
恒
河
、
耶
牟
那
河
等
の
諾
械
が
大
海
に
入
っ

て
同
一
蹴
昧
と
な
る
が
如
し
と
の
謂
で
あ
る
、
帥
も
教
岡
で
は
人
格
の
債
値
は
傭
陀
の
教
化
に
砕
す
る
か
否
左
仁
依
つ

て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
o
故
に
敢
化
に
潜
す
る
も
の
は
人
格
債
値
に
於

τ平
等
の
地
平
に
立
つ
の
で
あ
る
、
但

し
必
ず
敢
闘
に
決
る
こ
と
を
前
提
と
し

τ居
る
、
入
園
せ
。
さ
る
限
b
現
世
の
差
別
は
備
陀
も
之
を
認
め
ら
れ

τ厨
た
．

猶
阿
含
終
典
の
諸
所
に
種
姓
問
題
を
論
義
し
て
備
陀
の
敢
闘
に
属
し
た
も
の
が
探
山
居
る
。



一
、
〈
・
吋
，
・
冨
釦
町
虫
、
釦
mmm》ロ・包

U・
2
・
冨
釦
V
8
m
江
口
号
げ
釦
ロ
ω
（M
V
H
H
M

）

二
、
〉
－
Z
・〈・
8
・2
〈
H

・
5
u・
長
阿
典
隼
純
（
長
九
、
二
六
）

三
、
雑
阿
二
十
（
辰
三
、
一
四
）

中
阿
一
切
智
経
（
長
七
、
八
八
）

長
阿
阿
書
摩
経
（
長
九
、
六
六
）

三
、
信
伽
の
組
織

t
理
惣
の
体
現
者

精
神
的
王
固
た
る
借
伽
は
備
陀
に
依
っ
て
統
一

3
れ
静
平
に
し
て
欺
喜
に
尚
も
て
ゐ
党
、

此
の
借
伽
の
内
容
組
織

を
見
る
に
中
阿
党
志
口
川
に
「
沙
門
田
佳
曇
弟
子
或
有
在
家
、
或
有
出
家
皐
道
」
（
回
以
六
、
八

O
）

と
遮
る
如
く
借
闘
中
に

は
出
家
在
家
の
弟
子
が
あ
っ
た
、
此
の
二
衆
の
匝
別
は
勿
論
平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
で
ゐ
る
が
相
嘗
の
色
別
が
あ

る
こ
と
は
事
貨

r、
彼
の
四
姓
差
別
の
如

3
不
公
平
な
優
劣
で
は
な
い
が
教
盆
の
公
平
は
融
か
れ
℃
居
先
、
（
猶
、
不
具

者
、
病
人
、
兵
士
、
債
務
者
‘
奴
隷
、
不
許
可
の
子
弟
等
は
入
岡
を
桓
絶
さ
れ
た
）
其
の
積
類
を
邸
中
げ
れ
ば
四
衆
五
衆

乃
至
八
衆
九
・
裁
と
ゐ
る
。
尤
も
古
い
形
の
信
仰
は
四
衆
で
あ
っ
た
。
四
衆
と
は
比
丘
、
比
正
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
で

あ
る
、
次
に
一
一
般
に
通
ず
る
七
衆
を
示
せ
ば

原
始
仰
数
々
闘
に
於
け
る
卒
等
思
想
と
其
腸
紡

i¥ 
九



原
始
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数
々
闘
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け
る
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等
思
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主
其
隙
紡

九。

b
b
 

一ll
t
L
J

a
 

山
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比
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尼

（

里

山

富

口

町

）

佃

町

一

一

沙

門

m

n
b

一

沙

捕

（

ω
E
5
8
2
m）
！

一

一

品

曾

輔

一

「

一

出

家

戒

（

十

戒

）

l
i
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i－－
－

1
1
1
1
1
1
1

一
沙
捕
尼

B
E
E
S
ュE
）
し
一
式
叉
摩
那
へ
一
一
年
問
、
十
奴
本
、
沙
蝋
氾
J
l
l
i

一
推
山
家
者
l
t

一

戸

別

行

戎

．

六

法

、

成

俗

縁

修

」

一
優
婆
塞
（
C
宮
E
E）

1

1

一

一

了

三

蹄

五

戒

一

l
優
婆
夷
（
C
吉
田
宮
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l

一

正
（

E
F
E）
I
l－
－
ハ
二
百
五
十
戒
）
｜
一

r

一

ー

具

足

戒

一

l
ハ
戒
数
行
本
一
一
ヨ
リ
型
店
ス
）
｜
出
家
者

｜
｜
「
｜

1
2
百
戒
）
I
l－－

俗
弟
子

先
づ
借
闇
左
大
別
し
℃
出
家
と
在
家
と
し
出
家
は
沙
門
と
稀
し
℃
息
心
又
は
勤
息
な
ど
と
詳
す
る
ハ
総
じ
℃
出
家
者
の

都
名
で
あ
る
。
二
十
歳
（
受
胎
か
ら
計
算
）
で
別
解
股
戒
の
至
極
で
あ
る
具
足
戒

（

C
H
V
ω
E
5
3
e）

 

を
受
付
℃
修
道

に
退
輯
な
主
も
の
で
あ
る
。

但
し
比
丘
尼
は
女
性
で
あ
’
る
か
ら
と
て
監
督
も
厳
重
で
あ
り
、

持
戒
教
も
比
丘
よ
b
多

ぃ
。
比
正
が
四
波
羅
夷
（
姪
盗
殺
妄
等
の
四
棄
）
な
ら
ば
比
正
尼
は
八
波
羅
夷
、
比
正
が
十
三
階
旧
残
八
波
探
夷
に
究
内
、

重
罪
）
な
ら
ば
比
正
尼
バ
二
十
七
借
残
等
に
過
重
で
あ
る
。
備
陀
は
女
子
を
悪
魔
の
足
械
と
か
女
子
の
入
同
持
可
の
鋳

に
備
法
五
百
年
に
し
て
断
ゆ
る
と
か
頗
る
悲
観
的
な
言
時
を
漏
ら
さ
れ
て
ゐ
る
点
か
ら
考
へ
れ
ば
比
丘
尼
の
入
同
は

好
成
を
持
た
れ
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
、
然
し
具
足
戒
を
受
り
れ
ば
比
正
同
様
出
家
成
就
者
で
あ
る
り
次
に
沙
捕
は
劫

策
男
と
誇
し
十
五
歳
で
入
岡
し
て
出
家
戒
（

2
一5
さ
と
を
受
け
十
戒
を
持
も
比
圧
に
仕
へ
て
修
業
す
る
の
で
ゐ
る
o
沙



捕
尼
は
そ
の
女
性
で
勤
策
女
律
儀
を
受
け
る
が
十
八
歳
に
な
れ
ば
正
串
律
儀
卸
も
式
叉
・
腔
那
（

ω昇
E
g
g
s
F
m）
の
作

を
行
ふ
の
で
あ
る
、
之
は
有
胎
無
胎
を
検
す
る
た
め
二
年
間
其
の
戒
守
強
修
す
る
の
で
あ
る
。
向
此

mw外
資
格
を
得
て

四

も
二
十
歳
に
逢
せ
ぬ
場
合
、
叉
牧
容
す
る
に
差
支
へ
な
い
者
で
今
迄
他
殺
固
に
居
た
も
の
に
は
各
々
民
佃
月
間
の
修

行
期
が
あ
る
、
更
に
優
婆
塞
は
清
信
士
、
近
事
男
な
ど
と
誇
し
三
賀
に
蹄
依
し
五
戒
を
受
げ
た
俗
弟
子
で
あ
る
、
優
婆
夷

は
清
信
女
、
近
事
女
と
課
し
て
同
断
で
あ
る
、

目
白
骨

g
i出
家
）
と
財
施

（〉

E
E
E
E）
の此
布の
施出
を家
交行
換何者

と
し 在
敬之
同会
を~
維咽

寺史
上H,,_ fi栴
の

戒
でみを

？巌
．も九F

市し
し相
J 互
よ R

E語
f tfl 思
想予

を
貨
現
す
る
修
行
に
於
て
は
在
家
よ
り
も
出
家
の
方
が
趨
し
て
ゐ
る
と
盛

A
に
糊
時
対
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
、
〉
・
2
・〈同・

5
u・

二
、
富
各
自
高
官
－
H

・右・

。、
..... 

一二、

ncロ
釦
〈
釦
m
m白・

M
－

H
・

四
、
冨
釦

vgmmmm－
H

・ω
∞・

五、

H
C
〈

E
E
E
（
本
事
絞
）
】
。
吋

四

出
家
主
義
ご
平
等
の
蹄
趣

療
品
川
伶
数
々
問
に
於
け
る
平
等
思
想
主
比
川
崎
紡

九



附
肌
姶
品
開
数
々
固
に
於
け
る
平
等
忠
利
仰
と
其
師
紡

九

偽
陀
が
其
問
想
を
貸
現
す
る
の
に
何
故
に
出
家
を
奨
附
し
た
の
で
あ
ら
う
か
、
中
阿
合
象
跡
喰
粍
第
五
に
「
在
家
至

狭
陸
勢
之
慮
、
出
家
皐
道
捷
路
噴
大
乃
至
我
寧
可
ν
拾
一
一
於
少
財
物
及
多
財
物
一
、
拾
一
－
少
親
財
及
多
親
族
一
、
剃
一
・
除
髪
髪
一

若
一
一
袈
裟
・
衣
一
、
至
ν
信
拾
ν
家
無
ν
家
事
ν
道
乃
至
彼
出
家
己
拾
一
一
親
族
愛
一

其
他
に
も
多
〈
出
家
者
の
行
枕
証
果
の
使
を
述
べ
て
ゐ
る
、

比
正
要
ν
修
習
禁
戒
一
守
護
従
ご
解
脱

L
（H
M仇

六）

事
賞
に
於

τ在
家
者
が
入
闇
し
℃
も
家
庭
に
吐
曾

に
煩
鎖
・
な
属
粋
が
ゐ
る
の
で
修
行
も
国
成
し
乗
れ
刷
る
の
は
持
同
然
で
あ
る
、

の
笠
現
は
困
難
で
あ
る
‘

一
般
的
倫
瑚
泊
徳
を
行
ひ
得
℃
も
解
脱
出
柴

尤
も
俗
信
者
で
も
比
正
に
近
い
修
行
を
し
た
も
の
で
あ
っ
か
が
之
と
て
第
四
果
は
得

τゐ

な
い
、
或
は
復
、
本
事
経
（
同
一
公
ハ
、
三
九
）
に
あ
る
二
衆
証
果
の
相
違
な
ど
か
ら
推
し
℃
結
局
平
等
の
数
同
に
あ
っ

τ

在
家
信
者
は
理
想
の
賞
現
に
蓮
し
得
な
い
こ
と
に
な
る
、
故
に
悌
陀
の
即
想
に
従
へ
ば
出
家
者
な
ら
ゴ
る
限
h

リ
異
質
の

意
味
に
於
け
る
人
格
平
等
は
不
可
能
で
あ
る
。
長
附
含
沙
門
果
艇
に
「
行
法
者
彼
於
後
時
剃
ご
除
髪
一
服
＝
三
法
衣
一
出
家
修

也
。
。

道
平
等
法
」
（
茨
九
、

一
七
）

と
出
家
に
於

τ始
め
て
半
等
の
法
を
得
て
平
等
の
人
格
に
遣
す
る
の
で
あ
る
。
共
出
家

者
の
立
場
か
ら
振
返
っ
て
見
た
時
借
仰
な
ら
、
ざ
る
衆
生
は
悉
く
差
別
に
附
吟
す
る
哀
れ
む
べ

3
凡
夫
な
の
で
ゐ
ろ
。
一
九

借
伽
に
し
て
も
異
の
出
家
を
除
く
以
外
は
煩
悩
未
断
の
者
正
し
て
還
に
平
等
の
法
を
倶
有
す
る
事
が
山
来
な
い
の
で
あ

る
。
斯
く
論
究
す
れ
ば
偽
陀
の
平
等
思
恕
は
人
間
生
活
の
癒
棄
を
究
現
し
て
乙
そ
到
達
す
べ
き
も
の
で
あ
る
乙
正
に
な

る
。
印
も
徹
底
し
た
出
家
主
義
の
賀
行
に
平
等
の
世
界
は
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
古
来
印
皮
の
四
性
差
別
も
此
慮
に
歪
つ



て
真
に
解
決
し
た
の
で
あ
る
が
、
解
決
出
来
な
い
の
は
平
等
を
説
く
殺
闘
に
入
っ
た
俗
信
者
等
で
あ
る
。
無
論
此
の
差

別
は
人
種
的
の
侮
蔑
的
差
別
で
は
な
く
先
行
漏
査
の
担
架
に
至
る
修
行
的
数
階
制
度
で
あ
も
か
ら
不
服
や
抗
議
は
な
い

が
型
果
に
悲
し
待
自
不
満
足
は
ゐ
っ
た
乙
と
L
思
ふ
。
そ
れ
も
鴻
在
世
は
如
来
の
大
人
格
に
抱
擁
さ
れ
て
何
等
思
想
の

色

町

胆

動
指
や
質
疑
も
な
い
に
し
ろ
、
滅
後
は
帥
主
如
来
の
追
慕
ミ
諸
偽
出
世
の
信
仰
と
出
家
平
等
の
偏
照
に
憐
ら
ね
思
想
は

後
世
の
菩
薩
思
想
や
大
乗
一
般
の
成
的
思
想
等
を
誘
起
き
し
た
の
で
あ
る
、
市
し
て
一
般
に
通
用
す
る
人
格
主
義
の
平

等
に
迄
一
口
同
潮

3
れ
横
充
さ
れ
た
時
即
ち
出
家
主
義
の
普
遍
化
さ
れ
た
時
乙
そ
備
陀
の
異
面
白
は
鞍
輝
さ
れ
．
牛
等
論
も
事

質
に
於
℃
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
原
始
備
散
で
は
其
慮
迄
は
論
じ
て
ゐ
な
い
。

悌
陀
減
度
よ
り
千
五
百
有
飴
歳
遺
耀
束
に
及
ん
で
仰
使
H
道
大
事
、
法
華
艇
本
門
書
量
の
観
心
事
の
一
念
三
千
の
法

門
な
開
示
さ
れ
て
衆
生
成
仰
の
市
一
道
を
体
現
せ
ら
れ
た
。
我
等
一
度
本
化
の
教
化
に
従
へ
ば
出
家
在
家
、
順
縁
逆
縁
の

差
別
な
く
悉
く
同
一
法
味
を
享
受
し
て
等
し
く
完
令
な
る
人
格
者
三
な
る
こ
正
が
出
来
る
の
で
あ
る
o
構
頂
口
惇
紗
に

「
稗
性
興
一
一
我
等
一
者
本
地
一
体
不
二
身
也
、
稗
付
可
法
華
経
ト
我
与
？
一
二
者
全
体
不
思
議
ノ
一
法
一
一
J
全
ク
無
二
三
差
別
一
也
」
（
一

。
二
九
）
の
事
文
誰
か
欣
奉
せ
ゴ
ら
ん
や
で
あ
る
。
備
陀
世
仲
村
、

日
運
大
型
に
値
過
す
る
こ
正
は
叶
は
ず
と
も
か
＼
る
平

等
大
台
の
異
法
を
受
持
す
る
乙
と
の
で
き
る
乙
ご
は
戚
激
に
堪
へ
ね
も
の
で
あ
る
、
原
始
備
品
以
々
岡
の
懸
案
で
あ
っ
た

平
等
思
想
は
H
蓮
聖
人
に
依
つ

τ確
貨
に
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

原
始
例
数
々
闘
に
於
け
る
平
等
思
想
主
其
蹄
紡

九



原
始
仰
我
々
闘
に
於
け
る
卒
仙
寺
思
認
と
其
路
結

一
、
冨
・
2
・ω
∞
豆
島
曲
目
曲
目
Z
gロ

rrzz
中
阿
コ
二
組
陀
恕
羅
艇
、

二
、
捜
本
側
敬
三
八
四
頁

二、ロ－
z・
冨
与
岳
民

S
F
Z
Z

剛
u
N
N・
剛

u
U
H・

四
、
長
阿
大
本
経
（
目
成
九
、
二
）

増
附
二
十
三
（
問
主
一
、
一
四
）

九
四

雑
附
同
十
四
（
茨
四
、
五
五
）


